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（號十九参肖1）

大
正
二
年
七
月
圏
日
獲
行



へ～｛一（

｛　 丈
叉
會
羅
誼
籔
継
毒
藻
昌
次

O
原
著
及
實
験

●
脾
疽
婁
生
二
關
ス
レ
ニ
三
ノ
事
項
。

●
所
謂
脾
舟
ハ
濁
山
ユ
ノ
疾
串
心
ナ
リ
ヤ
。

●
紅
彩
結
核
ノ
一
例
。

●
早
登
性
四
病
ノ
身
膿
的
症
候
㍗
シ
テ
ノ
邊
脈
。

O
遍

●
本
正
生
氏
蓮
信
。

信

O
校
内
雑
報

●
講
話
部
大
會
。

O
叙
任
及
辞
令

●
丈
部
省
。
●
石
川
縣
。

‘

岡
本
京
太
耶

岡
本
京
太
郎

佐
竹
　
秀
　
一

井
村
勇
作

O
人

事

●
高
山
教
授
の
不
幸
。
●
古
屋
榮
治
氏
。
●
淺
井
泰
氏
。
●
太
田
卯
三
郎
氏
。
●

塚
本
政
治
氏
。
9
池
上
豊
民
。
●
渡
邊
八
之
進
氏
。
●
臼
淵
夏
基
氏
。
●
楠
田
利

一
郎
氏
。

O
會

告

●
校
外
特
別
會
員
會
費
納
付
調
書
。

●
大
正
二
年
度
金
澤
竪
學
専
門
學
校
十
全
會
収
入
礫
算
書
。

●
大
正
二
年
度
金
澤
磐
學
專
門
學
校
十
全
會
支
出
豫
算
書
。

●
大
正
二
年
度
金
澤
讐
學
專
門
學
校
十
全
會
臨
時
費
支
出
豫
算
書
。

●
大
正
二
年
度
金
澤
留
學
專
門
學
校
々
外
特
別
會
員
會
費
収
入
豫
算
書
。

●
大
正
二
年
度
金
澤
轡
學
專
門
學
校
々
外
特
別
配
員
曾
費
支
出
豫
算
書
。

●
大
正
二
年
度
余
澤
讐
學
専
門
學
校
々
外
十
全
會
資
金
部
支
出
豫
算
書
。

曽

b

智

翻‘



（
題
　
信
）

第
十
入
懸
　
　
第
七
號
　
　
ご
○
入

隅
九
十
號

ご
○

q
5
8
”
暢
嗣
膳
8
5
助
剛
摺
問
博
唱
属
四
国
属
醐
悶
悶
口
囲
■
円
□
哺
口
馴
要
畠
開
隔
●
囮
囮
鰯
胡
閥
眉
帽
閏
爾
凋
囲
露
■
哺
鰯
■
‘
一
國
回
回
麟
脚
口
網
瓢
闘
国
麟
曝

v’qzak．

周

囲
本
正
生
氏
通
信
　
（
＋
全
會
宛
）

　
　
全
氏
ば
昨
年
本
校
讐
西
部
な
卒
業
す
る
や
直
に
金
澤
病
院
騨
経
科
に
止
り
覧
て
本

　
　
年
二
月
雄
圖
秘
抱
き
て
築
く
北
勢
の
天
地
に
渡
り
今
や
ボ
目
N
引
ン
凹
、
市
に
あ
り

　
　
て
濁
立
開
業
に
寄
事
し
つ
、
あ
り
思
ふ
に
・
全
野
の
頑
強
な
る
均
体
ご
堅
固
な
ろ
意

　
　
思
ε
は
北
米
の
漸
天
地
に
託
て
奮
闘
活
動
す
る
に
最
も
適
聾
し
六
る
も
の
な
り
今

　
　
や
全
野
ば
此
の
鏡
器
な
掌
へ
て
異
郷
の
地
に
努
力
す
。
全
君
の
成
効
期
し
て
待
つ

　
　
べ
し
以
て
後
輩
の
最
大
刺
戟
議
す
う
に
足
ら
ん
Q
切
に
好
漢
の
自
愛
を
覧
ろ
。

　
　
　
　
　
北
来
合
並
等
渡
航
記

謹
啓
各
位
盆
御
健
康
御
書
學
の
段
喜
椀
の
至
り
に
奉
存
候
着
米
以
來
二
箇
月
綿
過
致
し

候
族
行
の
有
檬
等
御
報
知
申
上
篇
存
喉
ひ
し
も
彼
是
俗
事
に
多
忙
な
極
め
日
延
び
致
候

悪
し
か
ら
す
御
字
有
之
度
願
上
智
故
郷
遠
く
離
れ
し
黒
地
に
換
り
學
び
の
道
に
先
輩
も

友
も
皆
無
智
に
淋
し
く
候
雨
に
あ
れ
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
河
流
の
実
り

に
「
ボ
ム
シ
ソ
〃
」
な
押
し
居
候
痩
ぜ
我
慢
ミ
錐
も
百
聞
ば
一
見
に
如
か
す
候
、
樂
観
の

点
も
悲
観
の
点
も
交
々
有
之
候
、
勿
論
米
國
へ
ば
先
輩
の
渡
来
少
な
く
在
校
當
時
よ
リ

能
ぐ
其
事
情
に
七
曜
ぜ
ざ
り
し
ば
遺
憾
に
御
座
候
．
松
原
博
士
の
御
霊
敏
の
点
ば
一
致

し
深
く
奉
謝
候
、
申
す
迄
も
無
之
こ
蜜
多
々
に
候
へ
こ
も
將
來
御
渡
来
の
方
の
御
塗
考

ご
思
遜
れ
笈
に
見
聞
の
あ
り
の
ま
㌧
奄
申
蓮
べ
候
、
ま
あ
当
行
の
口
的
か
ら
書
き
測
候

元
來
五
尺
二
寸
の
小
酒
物
騒
千
萬
の
醜
．
顔
以
て
得
意
な
ろ
余
ば
幼
よ
り
海
邊
に
育
ち
西

北
利
亜
下
し
に
白
親
潮
望
み
船
乗
り
癖
各
、
だ
っ
恥
強
腰
．
色
黒
き
乙
書
淫
土
人
郡
劣
ら

じ
ビ
自
信
す
、
何
の
勢
で
あ
っ
六
か
北
米
合
衆
國
が
見
六
く
て
旗
ま
ら
す
折
あ
ら
ば
來

り
見
ん
ミ
待
ち
構
へ
て
居
六
去
年
十
一
月
二
十
入
日
に
海
外
族
券
の
下
附
出
願
十
二
月

十
九
日
首
尾
よ
く
下
附
ミ
な
る
、
光
武
帝
曰
く
志
有
ろ
者
事
途
に
な
ろ
ミ
自
ら
し
ゃ
れ

お
、
し
か
し
財
布
に
に
一
厘
も
な
し
、
ま
し
て
渡
航
準
備
に
着
手
し
、
借
金
ば
山
々
懐

申
の
寒
氣
ば
實
に
嚴
し
い
，
ぐ
づ
く
し
亡
ろ
建
御
隣
の
家
か
ら
先
に
費
ら
な
け
れ
ば

渡
航
費
も
何
も
な
く
な
る
と
心
ば
矢
竹
に
走
り
だ
し
れ
、

正
月
十
二
日
朝
五
時
、
生
ぶ
聲
墨
げ
し
敬
称
の
母
上
に
別
れ
秘
惜
み
父
上
の
逡
露
に
南

無
阿
彌
陀
佛
浮
き
世
の
吹
雪
に
弄
ば
れ
て
金
澤
騨
へ
出
六
、
先
輩
朋
友
の
御
逡
に
よ
り

寒
さ
も
氣
も
和
ら
い
だ
、
同
＋
一
時
二
＋
五
分
、
い
よ
く
金
澤
存
基
点
ε
し
て
去
ろ
．

眞
に
北
陸
な
族
路
に
つ
く
の
で
あ
っ
れ
、
上
は
大
聖
寺
下
に
石
動
よ
り
知
つ
れ
所
ば
な

い
様
な
者
、
未
だ
日
・
琳
帝
國
の
三
府
を
存
ぜ
す
、
生
工
学
ば
｝
貧
乏
書
生
族
行
ず
る
爲
に

金
ば
一
厘
も
乞
へ
こ
も
恵
ま
れ
な
か
つ
六
、
時
々
思
ふ
六
こ
ぜ
も
あ
ろ
、
親
講
修
に
す

る
金
さ
へ
あ
れ
ば
金
か
親
子
に
し
て
漏
れ
ろ
ビ
思
ふ
六
、
勿
論
理
髪
料
の
高
き
た
な
し

み
、
青
螺
に
な
る
こ
亡
約
七
ク
月
に
及
ん
だ
も
此
れ
が
原
因
、
青
葱
ば
滑
稽
に
非
す
し

て
貧
乏
な
意
味
し
れ
、
金
澤
獲
の
汽
車
室
に
二
等
か
一
等
に
乗
り
れ
か
つ
六
、
而
し
三

等
に
の
つ
カ
の
も
金
ば
な
か
つ
れ
か
ら
で
、
勿
論
＝
垂
寸
ば
乗
つ
六
こ
ビ
な
く
味
存
知

ら
な
い
、
具
し
人
間
に
経
濟
な
知
ら
沁
ご
亡
國
の
畏
ε
な
る
故
余
の
如
き
乞
食
ば
三
等

以
て
極
樂
浄
土
ε
喜
ん
だ
、
停
車
場
で
別
れ
て
か
ら
．
日
々
散
歩
し
六
犀
川
鐵
橋
な
越

ね
干
代
尼
の
古
跡
松
任
羅
に
着
い
た
．
名
物
圓
八
あ
ん
こ
う
を
買
ふ
て
食
つ
れ
、
あ
ん

こ
う
の
詰
り
聲
も
配
賦
惜
し
く
軽
し
だ
、
次
で
美
川
、
小
松
、
動
橋
、
大
気
寺
剃
過
ぎ

輻
井
羅
へ
着
い
て
腹
が
へ
っ
六
、
辮
當
く
、
聡
い
辮
薄
く
れ
ミ
酸
乳
出
し
六
、
十
五
鍍

で
甘
味
か
つ
れ
、
次
で
患
臣
新
田
義
貞
の
壮
な
拝
し
六
、
い
つ
の
ま
に
や
ら
敦
賀
騨
だ
、

宮
本
君
が
ば
ざ
く
會
っ
て
異
れ
て
う
れ
し
か
つ
カ
、
暫
時
快
談
相
攣
ら
す
若
者
同
士

よ
う
ε
盛
な
話
が
出
ろ
、
君
マ
晶
シ
エ
ク
ハ
ソ
ド
」
し
れ
、
来
原
騨
に
下
車
附
近
の
茶
屋
に

一
服
う
ご
ん
食
つ
れ
が
味
な
か
つ
六
、
天
下
の
關
ケ
原
木
曾
川
等
ば
夢
の
中
に
通
り
越

ね
て
名
古
志
で
下
髪
．
瀞
は
夜
の
十
一
縛
過
ぜ
．
市
内
見
物
、
金
澤
に
雪
で
冷
か
、
名



古
屋
ば
晴
れ
て
風
寒
し
、
約
三
時
聞
位
散
歩
の
後
急
行
五
十
銭
割
込
列
車
に
て
新
橋
へ

急
い
だ
、
寝
む
い
く
で
居
六
型
に
夜
ば
ほ
の
ぼ
の
ご
あ
け
烏
瀞
経
科
で
や
つ
れ
漂
遊

の
名
句
ば
思
ひ
出
［
さ
れ
れ
、
す
ろ
ご
白
嶺
の
富
士
三
保
の
松
原
ε
し
ゃ
れ
る
、
實
に
景
…

色
は
よ
か
つ
ぬ
、
咋
臼
迄
ば
北
國
の
吹
雪
、
今
琵
ほ
東
海
の
白
日
蒼
海
．
天
候
の
異
な

ろ
・
も
一
久
絃
帽
別
、
十
三
口
日
午
前
四
十
時
頃
新
橋
…
へ
軸
旨
く
Q

着
京
以
來
底
意
病
院
見
學
多
少
の
得
る
所
あ
り
萩
原
海
軍
々
客
殿
建
愉
快
に
二
日
暮
す

思
ひ
の
外
殺
耳
飾
な
所
で
あ
ろ
、
入
口
稠
密
の
結
果
か
く
あ
ろ
べ
き
ば
御
尤
だ
ろ
う
、

横
濱
へ
十
六
臼
行
っ
て
き
た
骨
三
日
東
京
な
引
き
墨
げ
再
び
横
濱
へ
行
｝
、
し
に
渡
米
規

則
寛
く
な
つ
れ
ε
叉
も
や
蹄
京
等
時
大
枚
三
圓
ぽ
水
の
泡
ε
き
レ
2
失
ゼ
お
、
廿
七
日
朝

か
ら
易
体
檎
嚇
査
踏
石
電
い
ふ
御
告
げ
で
笥

廿
六
日
夜
七
時
芝
紳
明
大
門
附
近
の
宿
か
譜
し
新
橋
か
ら
急
行
列
車
で
横
濱
へ
斗
、
れ
、

汁
七
日
午
前
九
時
，
紳
奈
川
縣
聴
に
頴
勇
体
検
査
、
意
外
に
平
易
軍
に
眼
診
寸
、
検
便
「
下

ラ
ホ
ー
ム
。
．
十
二
指
鼓
虫
．
ε
の
み
便
ば
一
々
も
つ
て
行
く
の
で
あ
っ
六
、

閣
老
R
夜
九
時
、
身
休
検
査
合
格
の
遽
知
來
ぬ
る
う
れ
し
か
つ
れ
、
愈
々
乗
船
出
煎
る

こ
亡
、
な
つ
索
、
横
網
黒
雲
に
ば
鴬
に
多
数
の
海
外
旅
行
者
あ
り
、
意
曇
天
を
衝
く
様

な
青
年
も
叉
悲
観
の
極
穴
で
も
入
る
様
な
零
し
聖
者
も
居
ろ
、
殆
ん
ご
来
國
行
で
あ
る
、

・
ハ
ワ
イ
行
き
随
分
居
る
、
来
國
行
き
ば
「
下
ラ
ボ
ド
ム
」
十
二
指
腸
虫
の
爲
に
殆
ん
“
二

度
ば
不
合
絡
こ
な
る
、
嫌
に
＋
二
指
腸
虫
の
爲
に
乗
船
延
期
の
百
性
連
な
か
・
一
多
し

騙
虫
の
爲
二
週
星
位
ば
大
概
な
く
れ
ろ
、
余
ば
幸
に
し
て
第
一
同
で
直
斗
、
直
き
合
格
、

正
月
以
來
初
め
か
ら
合
格
し
れ
の
賃
余
の
外
に
た
つ
れ
一
入
し
か
無
か
つ
六
由
、
一
体

全
体
こ
う
い
ふ
理
由
か
、
御
宿
の
金
宝
け
か
叉
ば
思
者
の
金
儲
け
か
ご
あ
や
し
ま
れ
る

…
様
な
も
の
、
そ
れ
も
合
格
饗
表
ば
宿
の
者
の
口
つ
れ
ひ
に
て
承
知
す
る
の
み
だ
っ
六
、

眞
に
同
情
の
念
に
堪
へ
な
い

廿
九
日
午
後
三
時
、
郵
階
若
蔵
に
出
頭
色
々
尋
間
ぜ
ら
れ
た
、
卒
易
に
答
ふ
れ
ば
合
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

す
ろ
、
一
寸
云
ば
・
皇
籍
地
．
生
年
月
日
、
兄
弟
姉
妹
、
父
母
、
渡
米
の
目
的
，
舅
体

疾
病
等
を
尋
ぬ
ろ
一
、
口
づ
、
答
る
ご
、
英
交
で
御
役
人
ば
書
い
ε
る
、
心
配
し
カ
こ
ε

ば
な
い
、

釜
日
午
前
九
時
、
水
上
警
察
署
に
出
頭
す
、
巡
査
の
樺
利
に
恐
入
う
し
か
し
、
こ
れ
も

頭
な
さ
げ
居
さ
い
す
れ
ば
無
事
通
過
ば
出
廉
ろ
、

同
午
後
二
時
牛
横
濱
解
窺
、
兄
上
が
潮
曇
っ
て
呉
れ
ま
し
て
淋
し
さ
に
比
較
的
少
な

か
つ
れ
馬
午
後
一
時
兄
上
ミ
共
に
身
替
只
丸
へ
乗
つ
れ
、
」
の
ほ
カ
い
し
く
ぜ
め
て
・
内
の
親
、

學
校
の
先
生
に
ば
知
ら
さ
ぬ
ビ
薄
情
か
ビ
思
っ
て
電
報
、
つ
つ
れ
、
東
京
か
ら
二
三
名
の

朋
友
も
迭
っ
て
呉
れ
る
、
荷
物
も
錯
行
券
も
宿
か
ら
郵
船
會
杜
を
経
て
皆
船
に
積
み
込

ま
れ
ご
ろ
、
船
へ
乗
ろ
ε
て
手
に
ば
何
も
持
つ
必
要
ぱ
な
い
、
随
分
鰹
便
な
者
で
あ
っ

れ
，
横
雪
の
宿
泊
料
ば
劣
等
で
も
日
に
二
冠
位
か
、
つ
六
、
出
帆
の
前
日
持
参
金
ば
宿

に
・
米
貨
に
換
へ
て
呉
れ
れ
、
少
な
い
金
が
叉
牛
津
に
な
つ
れ
氣
が
し
て
心
細
か
つ
糞
、

官
需
約
五
日
多
忙
ε
き
れ
ら
御
話
に
な
ら
な
い
、
佐
渡
丸
ば
淺
橋
に
横
付
け
ら
れ
ミ
ろ

乗
船
し
て
か
ら
あ
・
こ
こ
ビ
見
あ
る
く
，
難
い
六
千
五
百
噸
の
船
だ
最
早
二
時
過
ぎ
ご

思
ふ
頃
「
ベ
ー
ル
」
が
鳴
ろ
、
見
古
人
ば
皆
か
へ
る
唯
水
上
警
察
の
巡
査
七
八
名
乗
っ
て

み
ろ
二
時
牛
過
ぐ
ろ
呪
い
よ
く
出
帆
、
爆
竹
煙
花
天
地
に
轟
ぎ
他
に
何
物
も
き
か
れ

ぬ
、
拳
固
れ
る
人
の
物
言
ふ
も
き
け
抑
、
輩
・
に
あ
一
つ
ε
の
み
思
ふ
計
り
、
船
尾
底
の

・
水
…
蓮
機
ば
蓮
韓
開
始
ゴ
予
く
鳴
り
出
↑
し
て
止
ま
ぬ
、
肖
図
に
其
振
動
が
、
・
カ
へ
ろ
、
〃
約

三
十
分
間
も
爆
竹
の
音
に
止
ま
抑
、
其
申
に
船
ぱ
し
つ
ぐ
ぜ
領
導
秘
離
れ
れ
、
亀
う

見
送
人
ε
話
秘
交
ば
す
こ
ご
・
も
出
來
ぬ
、
軍
に
ア
ー
ソ
ε
思
ふ
の
み
、
、
、
れ
が
紗
陰
れ

ろ
太
聖
君
へ
乗
り
出
す
初
光
景
で
し
六
、
迭
つ
お
人
ば
樫
橋
に
棚
作
リ
名
淺
か
惜
む
、

行
く
者
留
る
者
互
に
「
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
」
な
振
り
出
し
れ
，
萬
歳
鈍
器
歯
す
る
敏
團
の

観
邊
看
あ
り
、
娘
ご
別
れ
が
つ
ら
い
書
泣
ぐ
も
あ
q
夫
渡
米
ぜ
ん
要
す
数
年
の
間
が
淋

し
い
ミ
泣
く
婦
あ
・
り
こ
い
ふ
好
合
で
其
状
千
差
萬
別
一
々
筆
に
す
べ
く
も
あ
ら
す
、
余

は
米
國
へ
行
く
書
て
死
ん
だ
者
も
な
い
ビ
思
ひ
李
然
亡
別
れ
て
仕
舞
ふ
六
そ
れ
で
も
女

な
ご
が
逡
っ
て
泣
い
て
異
る
れ
ば
叉
魚
心
に
水
ミ
云
ふ
氣
が
し
な
か
つ
カ
で
も
な
か
ろ

う
、
穫
橋
よ
り
ば
な
れ
る
毬
に
「
ハ
ン
ケ
チ
」
も
楼
橋
も
融
然
ご
見
ね
る
、
皆
が
「
ハ
ン

ケ
チ
」
振
る
か
ら
余
ば
振
ら
ぬ
の
も
氣
が
悪
い
ミ
思
ふ
て
媛
っ
て
や
つ
お
、
手
の
だ
ゆ

（
通
値

第
十
入
霧
　
　
第
竜
號
　
　
二
〇
九

第
九
十
號

ご
一



（
通
　
信
」

第
十
八
巻
　
第
七
號
　
二
一
〇
・

第
九
十
號
　
　
　
　
二
二

い
に
は
困
っ
た
、
畠
帆
後
約
一
時
間
，
突
然
停
船
、
塵
ば
波
止
場
な
出
て
直
き
の
箇
所

港
内
よ
り
や
」
臨
書
し
、
巡
査
ば
甲
板
に
於
て
一
人
一
人
な
槍
す
ろ
．
其
状
ば
調
度
水
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

上
警
察
で
や
つ
ぬ
通
り
，
斯
く
し
て
検
査
濟
み
の
者
ば
甲
板
上
に
留
む
船
室
に
ば
誰
も

居
な
い
そ
こ
で
巡
査
ほ
船
内
隈
な
く
捜
索
す
、
秘
密
行
者
ば
居
な
い
、
約
一
時
間
餓
に

し
て
巡
査
連
に
小
流
氣
に
て
蹄
濱
佐
渡
丸
ば
再
び
進
行
開
始
．
水
鳥
機
廻
轄
音
勇
ま
し

く
，
品
川
濁
頭
に
眞
白
き
飛
沫
な
散
じ
カ
、
着
米
迄
此
進
行
ば
止
む
な
し
、
次
第
に
夕

方
に
な
ろ
、
夕
締
は
相
州
房
州
の
麟
岩
絶
壁
撃
て
ら
し
、
相
州
の
上
露
か
に
白
扇
逆
に

か
＼
ろ
富
士
山
存
望
む
、
や
が
て
観
音
崎
の
沖
も
過
ぎ
甲
板
上
洋
風
強
し
余
も
途
に
船

室
に
減
ろ
、
室
ば
二
等
船
尾
に
近
く
其
動
鑑
の
う
ろ
さ
㌧
言
語
に
絶
ぜ
り
、
口
は
暮
れ
、

夕
飯
定
な
つ
象
夕
飯
合
圖
の
「
べ
一
〃
」
が
な
る
．
’
洋
食
ミ
し
ゃ
れ
ろ
、
歯
し
金
澤
に
居

敦
頃
か
ら
こ
ん
な
者
に
食
べ
な
れ
ぬ
胸
が
悪
く
な
っ
て
直
ぐ
よ
し
ぬ
、
午
後
七
時
頃
な

り
し
が
，
東
京
濁
を
出
れ
頃
甲
板
上
に
出
つ
れ
ご
も
陸
影
分
か
ら
す
越
し
方
な
癒
が
む

れ
ご
跡
白
波
の
み
、
室
に
入
れ
ば
腐
卵
檬
の
悪
臭
鼻
を
衝
き
此
所
彼
所
に
ゲ
ー
ハ
ー

く
亡
い
ふ
「
エ
ル
プ
ソ
ソ
（
y
」
の
音
機
關
の
運
韓
こ
の
み
、
殆
ん
ご
船
最
に
罹
ら
ぬ

者
な
し
、
や
が
て
空
し
く
夜
ば
ふ
け
て
＋
二
時
船
員
も
殆
ん
ご
寝
静
ま
ろ
、
余
も
勇
の

つ
か
れ
に
ま
か
ぜ
て
寝
る
、
熟
睡
し
難
し
六
・
親
兄
弟
の
こ
ビ
の
み
思
ふ
、
故
國
に
名

淺
惜
ま
れ
て
生
別
れ
の
悲
し
き
な
初
め
て
知
つ
象
、
余
の
心
に
有
爲
多
血
の
世
の
中
じ

ゃ
船
窓
あ
け
て
空
見
れ
ば
月
の
光
朧
げ
に
見
ね
て
ば
隠
れ
隠
れ
ば
叉
現
ば
る
時
に
悲
み

時
に
臨
め
り
、
船
中
ミ
錐
も
夜
の
二
時
頃
は
幽
露
の
出
さ
う
に
シ
ー
ン
ご
し
ε
る
、

三
十
一
日
朝
七
時
頃
ボ
ー
イ
が
藤
澤
軍
讐
、
営
本
讐
幽
閉
の
端
書
を
持
参
し
カ
、
な
か

／
＼
氣
の
軽
い
六
二
君
で
あ
る
、
船
へ
あ
て
＼
呉
れ
六
ミ
ば
自
ら
感
謝
ぜ
ざ
る
な
得
す
、

二
人
共
記
し
六
事
葎
書
い
て
寝
れ
れ
が
自
ら
汗
顔
の
至
り
諾
し
友
、
情
唯
な
ら
す
ε
喜
び

｝
繰
り
返
し
・
〈
し
て
躍
臨
む
．
甲
板
上
へ
出
て
見
れ
、
怒
濤
渦
巻
い
て
左
舷
な
う
ち
波
沫

甲
板
な
洗
ふ
、
北
風
寒
く
帆
榴
に
は
ぶ
み
廿
ー
ユ
i
建
慌
て
る
、
甲
板
の
余
曲
折
す
れ

ば
短
山
身
命
や
蒼
海
の
屑
測
る
な
　
党
ゆ
、
君
子
危
・
き
に
近
よ
ら
す
ミ
思
ひ
室
…
へ
入
つ
れ
、
ト

「
メ
デ
ー
ユ
ム
」
に
水
製
の
圓
板
水
態
線
遙
か
の
沖
に
向
く
塵
蟻
形
、
天
氣
並
立
に
し
て

一
天
の
雲
な
℃
金
澤
の
太
陽
ご
同
じ
太
陽
が
空
に
あ
ろ
．
下
ば
太
李
洋
の
蒼
々
敦
ろ
疏

通
．
そ
も
金
石
沖
の
波
ε
一
差
な
し
、
囎
首
東
北
猛
進
、
船
ば
巨
霊
に
塞
じ
て
点
描
に

入
ろ
大
船
ぜ
錐
も
洋
上
の
木
の
葉
の
如
し
、
近
き
に
も
遠
き
に
も
舩
ば
一
隻
も
見
ね
抑
、

動
脈
の
状
叉
侠
な
ら
ざ
る
ぱ
な
し
，
船
尾
に
ば
水
魚
機
や
舵
の
音
コ
ト
く
山
詞
タ
ン

〈
ご
矢
ケ
間
敷
し
く
各
室
船
．
客
の
嘔
吐
の
志
し
き
り
な
り
血
奄
ぞ
吐
く
羽
虫
も
居
る

船
内
の
臭
さ
に
て
も
自
然
に
醇
な
催
し
易
い
、
殊
に
三
等
室
の
臭
氣
ば
特
別
で
あ
っ
六
、

二
月
一
日
午
前
十
時
起
床
動
揺
激
し
く
波
麓
ふ
ろ
こ
ご
前
日
の
如
し
、
甲
板
散
歩
、
寒

風
急
な
引
き
さ
く
が
如
し
、
陸
ば
勿
論
見
レ
2
ぬ
が
西
の
筆
写
か
な
沖
に
二
三
羽
か
も
め

が
飛
ん
ご
る
誠
に
不
思
議
で
あ
っ
れ
、
彼
等
ば
波
上
に
の
み
生
活
す
る
筈
に
な
い
、
陸

か
ら
黙
れ
ら
し
い
、
鳥
の
速
度
の
早
さ
ば
一
時
間
五
十
哩
も
出
ろ
こ
ご
あ
り
ε
聞
い
、

御
尤
も
か
な
ε
合
点
し
カ
、
雌
所
ば
陸
か
ら
二
鵬
程
巨
っ
て
る
由
で
あ
っ
恥
、
飯
も
何

も
食
べ
眠
く
な
い
、
躰
ば
動
揺
の
古
り
癖
れ
て
恰
も
4
2
醇
の
態

二
丁
二
日
午
前
九
時
起
床
甲
板
散
歩
、
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」
ら
し
い
二
十
歳
前
後
の
「
チ

ル
ド
ミ
」
ソ
ス
」
含
意
に
十
人
並
み
凹
め
る
眼
し
て
右
舷
に
す
が
っ
て
空
や
下
な
見
つ

め
つ
㌧
幸
多
か
れ
ε
穿
る
ら
し
い
、
得
意
に
讃
美
歌
を
唱
ふ
る
、
紳
の
悪
み
「
圭
イ
エ

ス
」
の
愛
豊
か
に
滴
つ
此
御
殿
娘
聲
朗
ら
か
に
波
間
に
響
き
君
1
1
谷
の
百
合
花
か
嶺
の

櫻
ら
か
の
状
も
あ
る
物
騒
な
余
も
之
れ
に
ば
一
興
を
馬
流
以
て
余
も
音
樂
に
趣
味
な
有

す
ろ
こ
ε
㌧
な
ろ
、
嬢
髪
黒
く
働
れ
し
ば
そ
よ
吹
く
洋
風
に
棚
引
き
つ
余
意
に
至
る

「
チ
ル
ド
、
、
、
ス
」
室
へ
潜
む
甲
板
上
ば
己
一
人
の
天
下
こ
な
つ
敦
、
囎
室
に
凝
り
鏡
に
向

ふ
て
「
ハ
イ
カ
ラ
」
六
ら
ん
ぐ
、
欲
し
ぬ
、
眼
窩
照
浸
，
面
「
プ
・
ー
ス
」
無
勢
力
な
の
に
驚

い
れ
、
佐
渡
丸
一
等
運
轄
士
林
耕
造
先
生
の
面
會
状
な
拮
参
せ
し
爲
同
職
生
唾
ら
れ
慰

安
を
給
ふ
、
鯨
船
の
外
交
官
で
あ
る
、
濫
厚
篤
實
の
君
子
で
あ
っ
カ
、
時
々
同
先
生
の

室
に
御
邪
魔
御
馳
走
に
預
る
深
く
感
謝
の
至
り
に
堪
へ
す
、
海
土
逗
行
法
、
来
國
海
上

規
則
、
機
薗
部
巌
穴
経
度
、
三
度
、
無
線
電
信
器
等
を
習
得
す
、
先
生
ば
船
長
の
次
位

に
あ
り
、
金
澤
讐
三
校
ε
ば
間
接
に
關
係
あ
り
ミ
，
何
ご
な
れ
ぼ
騙
井
縣
の
方
に
し
て

其
朋
友
血
族
間
に
該
留
出
勇
の
御
独
者
あ
る
由
林
篤
先
生
ビ
同
級
生
で
あ
っ
れ
由
、
船



長
ば
二
等
蓮
韓
士
の
挾
跡
の
下
に
蜷
の
進
行
秘
書
り
一
等
猶
猶
士
は
着
港
時
荷
物
の
こ

ミ
も
司
ろ
、
商
船
學
校
航
海
科
生
二
名
、
機
運
科
生
一
名
も
乗
…
船
し
て
官
製
に
な
っ
て

働
い
て
み
ろ
、
郵
船
會
勉
員
等
ば
時
々
船
客
の
御
機
嫌
伺
ひ
に
來
ろ
、
一
等
少
輔
士
に

…海

R
少
佐
の
服
装
ご
思
ふ
て
可
な
り
。

二
月
三
臼
朝
十
蒔
頃
起
床
寒
い
、
甲
板
上
ば
雪
だ
ら
け
尚
降
り
織
く
、
千
島
方
面
に
近

い
ぬ
寒
帯
地
の
窓
い
ば
あ
認
り
前
、
而
し
室
内
ば
蒸
氣
の
爲
に
温
和
横
見
解
纏
国
労
四

日
力
つ
カ
、
　
　
　
　
　
’

二
月
四
目
朝
七
時
起
き
ん
ご
欲
し
て
腰
立
六
す
頭
痛
腹
痛
。
腹
痛
、
便
秘
の
糊
入
ε
な

つ
六
、
御
手
製
の
調
藥
口
に
苦
し
、
午
後
三
時
頃
快
復
し
れ
、
頭
痛
…
上
昇
ば
充
分
に
癒

セ2

ﾈ
か
つ
れ
、
夜
林
先
生
に
南
洋
の
護
護
栽
培
其
他
駅
洲
行
路
の
談
な
聞
き
興
味
湧
く

が
如
し
、
無
線
電
信
で
日
本
薫
り
來
ろ
、
「
コ
ン
ニ
ャ
ク
」
釧
で
中
折
紙
に
書
い
て
あ
る
．

列
記
寸
れ
ば
南
西
、

○
藁
京
　
倉
庫
外
務
次
官
欝
任
、
松
池
四
郎
氏
後
任
こ
な
る
、

○
勲
、
賀
　
露
閾
義
勇
艦
（
ボ
ル
タ
ワ
）
雪
の
爲
に
君
早
退
に
坐
上
、
救
助
中
、
船
客
無
事
、

○
ハ
リ
マ
ン
　
ご
0
0
萬
弗
に
て
東
洋
大
學
設
置
に
決
ず
、

○
縮
敦
蹄
一
q
「
バ
ル
カ
y
」
ば
三
日
午
後
七
時
戦
翻
開
始
、
從
軍
託
者
許
さ
す
、
「
ト

　
ル
コ
」
狼
狽
す
、

○
東
京
飛
行
機
一
日
所
澤
よ
リ
來
リ
飛
ぶ
豫
定
。

○
「
セ
ッ
ビ
ヤ
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
」
　
に
卒
和
奄
願
ひ
、
「
ブ
〃
ガ
リ
や
し
ば
戦
圓
剛
存
望
一
む

　
「
駆
〃
コ
」
ば
内
魁
の
恐
れ
あ
り
、

○
北
京
　
乱
丁
仙
ば
四
月
亜
来
電
加
に
向
ふ
筈
、

○
写
本
練
習
艦
隊
ば
十
四
日
「
シ
ド
ニ
イ
」
に
向
け
出
嚢
の
筈
、
其
他
略
す
、

斯
く
日
本
船
に
於
て
も
無
線
電
倍
の
設
備
あ
り
か
つ
て
加
賀
國
鶴
來
出
勇
の
村
井
吉
兵

衛
氏
北
國
噺
聞
上
に
渡
来
感
な
載
ぜ
六
時
無
線
電
信
の
記
事
あ
り
し
ば
誠
で
あ
っ
カ
、

此
晩
＼
浴
し
ぬ
、
頭
の
先
か
ら
足
先
ま
で
垢
粒
々
ピ
湧
き
出
で
油
ば
滴
々
ミ
し
て
泌
な

屯
こ
ε
驚
き
に
堪
へ
★
り
、
五
十
銭
「
ボ
f
イ
」
に
支
梯
ふ
、
「
や
ら
認
定
叉
入
浴
す
る
に

都
合
が
悪
い
、
巾
が
利
か
な
い
轟

船
ば
露
領
内
へ
善
行
し
。
千
鳥
沖
な
道
過
し
ぬ
相
で
あ
っ
た
、
随
分
寒
く
な
ろ
、
重
体

髪
膚
之
な
父
母
に
響
く
敢
て
鱗
損
ぜ
ざ
る
ば
我
事
が
一
の
愛
い
か
ら
だ
こ
風
引
か
ぬ
様

に
床
へ
入
つ
ヵ
、

二
月
五
日
午
前
九
時
起
庄
、
甲
板
に
立
つ
、
前
後
左
右
に
ば
大
波
蓮
綿
、
北
風
強
し
波

は
北
よ
リ
南
に
疾
走
、
佐
渡
ば
一
生
懸
命
に
怒
濤
な
蹴
て
北
に
急
ぐ
．
帆
神
職
風
受
パ

イ
プ
に
風
ば
㌧
ぶ
ん
で
ヒ
ユ
！
、
恰
も
荒
野
に
蟹
獣
の
噺
く
如
く
實
に
物
薦
涼
し
、
帆

柱
ば
あ
れ
ぐ
」
順
風
に
帆
ば
上
げ
ら
れ
ず
風
の
に
ぶ
む
だ
け
邪
魔
の
様
に
感
じ
れ
、
六
夜

に
て
電
信
が
不
通
ε
な
る
由
で
七
日
越
航
海
し
れ
陸
遠
き
海
に
浮
び
な
が
ら
電
報
う
つ

象
、
内
に
母
が
心
配
し
ε
る
ε
思
ふ
六
か
ら
で
あ
っ
ぬ
、
乗
船
以
來
寝
ぬ
れ
ば
親
を
思

ふ
、
夢
で
あ
る
、
渡
来
後
の
心
配
な
ピ
す
れ
ご
一
寸
親
夢
に
見
ろ
者
で
な
い
、
讐
押
上

の
解
も
眞
に
當
っ
て
み
る
な
實
見
し
六
、
・
身
体
ば
癖
…
れ
て
倦
怠
船
に
い
や
に
な
っ
た
・
、

麟
路
ほ
未
だ
坐
－
分
來
な
い
、
航
海
の
辛
苦
も
思
ひ
知
ら
る
、
尽
き
に
太
亭
洋
の
怒
濤
を

蹴
ろ
肚
n
快
ミ
田
脚
ひ
し
ば
夢
の
…
檬
で
あ
｝
つ
象
、
｛
顧
へ
ば
思
ふ
程
太
幽
翠
の
航
海
の
羅
明
き
を

知
ろ
、
纏
瞼
ば
量
艮
の
教
師
な
り
ざ
，
此
航
海
．
實
に
難
儀
で
あ
っ
六
，
快
ε
思
ひ
し
に

想
像
で
あ
っ
ヵ
、
想
像
は
よ
く
間
蓮
い
易
し
、
船
の
動
鑑
の
爲
に
舅
の
こ
わ
れ
る
檬
な

感
が
す
る
事
も
あ
っ
れ
、
而
し
誰
一
入
死
ぬ
ろ
者
も
な
く
虚
弱
き
女
子
供
す
ら
渡
る
な

見
れ
ば
恐
ろ
㌧
に
ば
足
ら
ぬ
、

日
々
斯
く
し
て
暮
し
カ
．
以
下
つ
ま
ら
ぬ
こ
ε
ば
省
略
す
、

二
月
六
日

二
月
六
日
　
二
月
六
目
ば
二
日
あ
っ
六
、
何
ε
な
れ
ば
船
が
西
経
へ
進
入
し
流
か
ら
で

あ
る
、
地
丈
學
秘
や
つ
三
者
の
よ
く
了
解
出
束
る
こ
ピ
で
あ
る
、
一
支
那
人
あ
り
よ
く

英
語
葎
話
べ
る
、
蝕
り
や
さ
し
い
顔
し
ミ
ろ
か
ら
考
へ
て
「
ハ
プ
ユ
ー
グ
ー
ド
タ
イ
ム
」

「
蜜
云
ふ
て
見
た
、
向
ふ
ば
喜
ん
で
談
し
か
け
て
來
六
、
一
寸
も
分
ら
沁
、
こ
う
や
ら
こ

う
や
ら
し
て
考
へ
て
云
ふ
ご
亡
ば
向
ふ
に
や
つ
ε
薫
じ
た
が
向
ふ
の
云
ふ
こ
ミ
の
分
ら

ぬ
の
に
閉
口
し
て
話
ぼ
止
ん
だ
、
英
語
謂
い
ふ
も
の
ば
白
人
の
様
に
顎
の
鍵
秘
少
し
に

（
通
信
）

第
十
八
巻
　
第
七
號
　
二
一
一

第
九
十
號

二
三



へ
通
　
信
）

第
十
入
繧
　
　
第
七
號
、
　
二
＝
一

門
九
十
號

ご
四

す
し
敦
檬
に
し
て
云
に
ぬ
定
登
音
が
う
ま
く
行
か
ぬ
ら
し
い
、
ε
て
も
余
等
の
英
語
に

英
語
の
A
も
い
は
れ
の
ε
笑
ば
れ
六
、
此
支
那
人
に
米
國
に
十
五
年
も
滞
在
し
象
奴
で

あ
っ
れ
葛
彼
ぼ
盛
に
「
ペ
ン
シ
ル
」
で
紙
上
に
孫
逸
仙
ば
一
賊
子
ミ
云
ふ
て
攻
撃
し
ご
る
其

手
ま
ね
足
ま
ね
婁
て
嬉
る
な
得
》
夜
船
ば
ポ
ー
ポ
ー
ヒ
ー
ミ
漁
笛
な
鳴
ら
し
つ
㌧
進
行

す
る
、
海
上
船
舶
衝
突
豫
防
法
で
あ
ろ
、

二
月
入
日
、
夜
船
員
役
者
ビ
な
っ
て
芝
居
な
嘆
ず
》
長
途
の
航
海
に
疲
勢
ぜ
ろ
船
客
な

尉心

ﾞ
る
爲
虐
は
云
へ
、
一
方
に
し
μ
金
儲
け
で
あ
ろ
．
船
員
に
船
客
な
慰
安
す
ろ
必
要
あ

り
ミ
雄
も
唯
ば
や
な
ら
い
、
御
客
標
の
希
望
ミ
あ
れ
ば
や
る
ミ
ふ
れ
廻
ば
る
、
寄
附
金

募
集
に
回
る
皆
再
渡
航
の
船
客
だ
か
ら
二
圓
位
寄
附
し
六
、
い
や
／
＼
な
が
ら
二
重
取

ら
れ
れ
、
夜
の
入
時
頃
開
始
さ
る
、
舞
墓
ば
三
等
の
休
憩
場
恰
も
田
舎
の
芝
居
小
屋
の

様
に
幕
も
皆
謂
ふ
ミ
る
，
番
附
ば
次
詑
の
も
の
、

　
　
一
番
日
　
　
　
　
二
人
朋
織
　
　
　
　
　
一
　
幕

　
　
二
番
目
　
　
　
　
意
外
之
出
世
　
　
　
　
三
　
幕

　
　
　
　
一
、
植
木
屋
店
の
場

　
　
　
　
二
、
前
園
伯
爵
座
敷
の
揚

　
　
　
　
三
、
全
　
奥
庭
の
場

　
　
三
番
目
　
　
　
言
ば
す
語
ら
す
　
　
三
幕

　
　
　
　
輔
、
柁
房
貞
噌
宅
の
場

　
　
　
　
二
、
松
亜
木
の
場

　
　
　
　
三
、
花
房
貞
一
宅
の
場

　
　
四
番
目
　
　
　
　
喜
劇
一
萬
雨
　
　
　
　
一
　
幕

船
中
の
芝
居
役
看
ば
素
人
な
れ
ご
眞
面
目
に
や
ろ
塵
に
な
か
く
振
つ
六
．
船
量
の
何

象
ろ
を
自
箆
ぜ
ぬ
様
に
役
者
の
滑
稽
な
ろ
も
特
に
注
目
に
債
値
す
、

二
月
・
九
禽
、
十
n
口
、
波
荒
れ
て
海
・
よ
危
瞼
、
其
他
持
記
す
べ
き
な
し
、

ご
月
＋
百
、
夜
八
時
頃
か
ら
涙
花
節
，
五
＋
鍍
徴
螢
ぜ
ら
れ
お
、
講
演
の
辮
士
ば
矢

張
り
船
員
、
番
韻
戚
次
の
如
し
．

　
一
、
大
石
妻
子
別
れ
の
一
席

　
二
、
差
歯
客
玉
川
最
よ
し

　
三
、
勧
進
帳

　
　
其
他
二
席

中
に
ば
浪
花
節
屋
も
居
六
ら
し
く
、
な
か
く
に
振
つ
れ
、
芝
居
よ
リ
面
白
か
つ
れ
、

金
澤
に
香
林
坊
の
小
新
座
の
木
戸
銭
蓋
置
位
の
債
が
あ
っ
六
、

十
二
日
、
東
京
の
内
閣
の
騒
動
が
無
線
電
信
で
一
々
知
ら
さ
る
其
に
北
米
か
ら
懸
信
す

ろ
、
日
本
か
ら
直
接
一
二
緯
一
審
「
信
に
吾
・
か
な
い
、
H
猟
こ
な
れ
ば
一
船
に
」
既
に
六
R
一
以
後
に
西

緯
へ
進
入
し
て
居
れ
か
ら
で
あ
る
、

十
三
日
、
十
四
日
、
波
ば
荒
し
時
々
鴎
一
朋
或
に
二
朋
飛
ぶ
な
見
ろ
、
来
大
陸
へ
近
づ

い
六
事
な
想
像
出
來
る
、
誰
れ
も
彼
も
上
陸
の
用
意
に
署
評
す
る
，
荷
物
の
整
理
等

し
六
〇
（
未
完
）

　
　
大
正
二
年
四
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
米
訓
雲
州
ポ
ー
ラ
ン
ド
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
十
二
街
百
三
十
一
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
正
　
　
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
）
o
簿
。
国
　
竃
．
竃
0
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
。
邑
L
N
昏
の
蕾
簿
堵
。
・
峠
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
。
註
蟄
巨
ρ
O
器
σ
Q
8
導
9
こ
Q
．
》
・

並
傘

磁
傘

轟
術

“
鞭

磁
布

轟
亦

坐
恥

翼
果

坐
傘

坐
傘



茜
属
剛
噂
一
層
一
寵
臣
嶋
鱒
騎
曜
鯛
■
國
陶
口
隅
國
嘲
四
■
竃
＝
一
欄
縄
騨
■
圏
隅
師
口
欄
帽
■
口
旧
口
陶
■
一
胴
＝
＝
嗣
圏
圏
塁
繭
．
＝
＝
剛
闘
璽

萩
内
一
報

㊨
講
話
部
大
野
　
（
五
月
＋
日
）

　
遍
し
遮
り
降
ろ
五
月
十
日
本
校
大
講
堂
に
於
い
て
第
十
三
同
講
話
部
大
會
が
開
か
れ

れ
。
午
前
十
時
頃
部
長
藏
光
敏
授
の
落
零
の
僻
に
侠
リ
始
ま
ろ
。

　
『
近
代
の
「
ソ
ァ
イ
ト
ガ
イ
ス
」
ご
頽
康
的
傾
向
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐
一
　
石
　
原
　
　
巖

　
近
代
的
の
思
想
ば
科
學
に
根
底
あ
り
ミ
な
し
「
ダ
ウ
ィ
ー
ソ
」
の
進
化
論
を
ひ
き
自
然

科
學
の
襲
逮
に
吾
人
の
生
活
方
面
な
一
攣
し
て
生
存
競
孚
の
劇
烈
姦
來
し
六
リ
ビ
述
べ

頽
旗
的
傾
向
凡
就
ジ
、
論
ぜ
ん
ビ
す
葦
・
き
規
定
の
時
迫
ま
り
て
降
壇
、

　
二
。
疾
　
病
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐
一
　
　
水
　
　
島
　
　
　
宣

自
ら
求
め
す
し
て
來
リ
れ
る
疾
病
も
之
な
客
観
的
に
考
ふ
書
き
に
自
ら
招
き
れ
る
も

の
多
し
、
故
に
疾
病
ほ
一
の
罪
悪
な
り
ご
Q

　
蕊
、
實
瞼
レ
談
∪
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
教
授

　
何
れ
の
方
面
に
向
ふ
も
頓
智
ご
い
ふ
こ
ミ
ば
必
要
で
あ
る
ミ
て
歴
史
上
や
傳
設
に
於

で
、
”
此
の
頓
智
が
危
急
の
出
切
A
ロ
に
．
役
山
鼠
つ
六
こ
書
写
｝
四
・
臼
く
蓮
べ
ら
れ
て
後
「
剰
私
が
二
十

四
五
の
頃
或
病
院
に
み
て
蝉
週
一
度
監
獄
へ
囚
徒
の
診
察
に
行
つ
六
、
或
日
一
人
の
囚

徒
が
突
然
旗
痛
秘
訴
へ
六
、
こ
れ
ま
で
色
々
投
信
し
れ
が
何
の
効
も
な
か
つ
れ
こ
い
ふ

そ
こ
で
私
が
胴
張
の
皮
下
注
射
な
し
れ
虜
が
全
く
其
腹
痛
が
発
つ
六
Q
I
以
前
ば
囚

徒
が
假
病
秘
作
っ
て
新
ら
も
い
讐
者
が
來
れ
ば
之
な
試
め
す
爲
め
に
や
つ
六
も
の
だ
婁

い
ふ
o
l
こ
れ
で
全
く
其
腹
痛
が
假
病
で
あ
っ
カ
、
ミ
が
剣
つ
力
云
々

　
此
問
約
三
十
分
の
休
憩
、
午
後
一
時
か
ら
…
…
・
・

　
四
，
吾
等
の
前
途
Q
　
　
　
　
　
磐
一
　
古
川
定
雄

　
物
償
騰
貴
生
活
難
の
聲
四
方
に
起
る
、
吾
等
に
特
嫌
の
敏
育
葎
有
す
ろ
者
な
れ
ば
宜

し
く
海
外
に
．
飛
躍
す
べ
き
也
蜜
。

　
覧
，
養
命
補
均
丸
∪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磐
三
　
　
村
山
冥
李

　
智
力
金
力
体
力
の
三
者
に
人
類
生
存
に
必
要
な
る
も
の
也
、
吾
人
の
肉
体
及
精
騨
に

此
三
者
に
よ
り
て
養
ば
る
、
回
れ
こ
も
ま
六
危
急
の
揚
合
に
庭
す
る
爲
め
余
裕
な
か
る

べ
か
ら
す
ご
て
多
く
の
引
誰
比
喩
’
他
二
っ
て
怪
々
な
振
に
る
Q

　
六
、
生
の
喜
び
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐
三
　
　
崎
山
　
敏
雄

　
生
の
目
的
ば
何
9
日
く
・
・
：
：
q
…
曰
く
…
…
…
o
要
之
天
地
の
間
に
潜
在
す
ろ
大
な
る

力
に
支
配
ぜ
ら
れ
て
實
に
美
し
か
る
生
活
な
喋
り
紳
の
御
手
に
抱
か
れ
眞
の
生
の
喜
び

潜
味
に
ん
哉
ε
〇

　
七
、
「
エ
〃
ケ
〃
ソ
ン
グ
」
o
（
群
馬
下
血
話
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
砦
　
　
松
　
江
常
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
野
重
潜
思

　
三
日
第
一
の
愛
嬌
U

　
八
，
ス
ミ
ス
氏
症
状
の
診
断
的
債
値
。
　
　
　
　
特
　
　
　
竹
　
内
　
善
松

　
先
づ
本
症
状
の
「
リ
テ
ラ
ツ
ー
レ
」
な
逃
べ
次
で
自
家
の
實
瞼
例
に
及
に
れ
ぬ
、
即
ち

明
に
濁
乱
音
潜
聴
診
し
得
ろ
者
及
幽
微
な
ろ
心
音
毎
に
此
音
な
き
㌧
得
ろ
者
（
甲
状
腺

腫
反
心
臓
病
な
有
す
る
者
な
除
く
）
亘
二
＋
四
例
に
就
て
結
核
ミ
本
症
状
ε
の
關
係
を

表
示
し
次
の
如
く
結
ば
れ
六
。
ω
ス
ミ
ス
氏
症
状
ば
肺
結
核
及
愛
書
枝
加
淋
巴
腺
締
核

ε
密
接
の
關
係
あ
り
㈹
臨
床
上
非
結
核
ε
認
む
る
者
に
ば
本
症
状
を
き
く
こ
ε
比
較
的

少
し
⑧
華
々
の
非
結
核
ご
認
む
ろ
者
に
殆
ご
本
症
状
な
き
か
す
紛
デ
、
ラ
、
カ
ン
プ
繋
馬

胱
ミ
本
症
状
定
ば
相
李
行
ず
る
が
如
し
⑲
本
症
状
ば
頸
の
細
太
長
短
に
ば
大
な
る
關
係

な
き
が
如
し
。

　
此
間
部
長
の
色
々
の
報
皆
や
生
沼
、
岡
島
雨
博
士
よ
り
の
書
信
の
御
披
露
が
あ
っ
れ
Q

・
校
内
雑
報
）

第
十
入
倦
　
　
第
電
號
　
　
二
＝
二

第
九
十
號

二
五



（
叙
任
及
僻
令
）

第
十
八
巻
　
第
七
號
　
二
一
四

第
九
十
號

ご
六

　
九
、
自
家
考
案
の
標
本
供
覧
箱
に
就
て
Q
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
敢
　
授

　
實
物
な
供
覧
の
上
其
使
用
法
や
利
盆
の
あ
ろ
こ
定
な
説
明
ぜ
ら
れ
索
。

　
十
、
傳
蓮
無
痛
法
に
就
い
て
。
　
　
　
　
　
宮
田
敏
授

　
外
科
の
襲
達
ば
無
痛
法
の
進
歩
に
伸
ふ
ε
な
し
先
づ
無
痛
法
の
歴
史
に
就
い
て
詳
し

く
蓮
べ
ら
れ
六
囲
i
化
學
的
に
局
厨
麻
痺
尋
施
す
に
至
つ
六
の
に
申
世
紀
以
後
で
殊

に
一
入
六
〇
年
「
コ
カ
イ
ン
」
が
登
見
ぜ
ら
れ
一
入
入
四
年
始
め
て
知
箆
帥
経
の
廓
痺
に

用
へ
ら
れ
れ
の
に
始
ま
ろ
一
そ
し
て
今
日
無
痛
法
ε
し
て
用
へ
ら
ろ
、
主
な
る
種

類
ば
塵
迫
法
、
寒
冷
法
、
塗
布
法
、
注
射
法
、
侵
潤
法
、
ビ
ー
ル
静
脈
麻
痺
、
動
豚
麻

痺
吾
僅
田
達
廓
演
げ
等
で
あ
ろ
ε
て
其
麻
痺
方
法
や
語
部
に
就
い
て
詳
・
細
に
贈
遡
べ
ら
れ
索
Q

本
題
の
傳
蓮
麻
痺
に
就
い
て
ば
次
同
な
約
し
て
降
壇
ぜ
ら
れ
れ
。

　
十
脚
、
肺
緊
張
の
嚢
生
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
子
　
教
　
授

　
一
見
が
生
れ
て
空
回
な
吸
入
し
て
肺
胞
が
ひ
ろ
が
る
、
そ
し
て
肺
が
収
縮
ぜ
ん
ε
す

る
ε
き
勢
心
臓
を
も
塵
迫
し
從
て
血
行
も
悪
く
な
ろ
、
此
書
き
肺
が
胸
廓
か
ら
歴
迫
ぜ

ら
れ
て
な
る
こ
ぜ
ば
明
で
あ
ろ
，
生
後
亭
亭
の
間
内
状
態
に
あ
ろ
が
成
人
の
肺
に
最
早

や
胸
廓
の
膣
迫
秘
う
け
な
い
、
そ
し
て
肺
は
其
固
有
の
弾
力
に
よ
り
陰
塵
に
堪
ふ
る
膣

力
を
持
っ
て
を
る
か
ら
肋
膜
に
澹
う
て
緊
張
状
態
な
有
し
て
居
ろ
故
に
肺
の
肋
間
の
部

が
反
っ
て
凹
隅
し
て
な
ろ
Q
此
攣
化
に
胸
腔
の
成
長
が
胸
壁
の
成
長
よ
り
も
大
な
ろ
爲

め
に
生
す
る
も
の
で
あ
る
云
々
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
丈
責
記
者
）

　
午
後
四
時
牛
な
ほ
数
人
の
辮
士
秘
淺
し
て
閉
會
な
告
げ
れ
ば
な
ら
な
か
つ
れ
、
そ
に

翌
日
の
本
校
記
念
日
の
爲
め
講
堂
の
準
備
な
要
し
距
か
ら
で
あ
ろ
Q
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顧
み
る
に
わ
が
部
ば
曇
に
遇
俗
讐
事
講
談
會
な
開
く
な
ご
幾
分
襲
展
の
曙
光
に
接
し

ぬ
ミ
に
い
ふ
も
の
」
な
ほ
振
ば
ざ
ろ
な
毘
一
9
。
來
ら
ん
新
し
き
學
年
に
ば
諸
兄
の
熱
心

な
ろ
後
援
な
得
て
講
話
會
た
し
て
一
層
意
義
あ
る
も
の
六
ら
し
め
こ
定
な
希
望
し
て
今

學
年
の
笹
㍗
を
欄
…
く
Q
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一
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㊧
高
山
敢
授
の
不
幸
　
山
口
同
山
敏
授
令
息
千
里
氏
ば
年
來
の
宿
阿
癒
へ
す
專
ら

　
療
養
に
諭
壷
さ
れ
し
が
F
．
胤
逐
に
鳳
去
ろ
山
ハ
月
コ
一
臼
…
遡
去
ぜ
p
っ
ろ
謹
而
山
長
悼
の
意
な
細
螺
す
。

麟
・
古
［
屋
榮
治
民
　
　
（
明
治
四
十
年
度
卒
業
）
ば
卒
業
後
小
松
町
國
府
病
院
に
勤
務

　
ぜ
ら
れ
し
適
適
歳
次
き
て
金
澤
病
院
外
科
一
部
に
讐
員
ビ
な
り
下
亭
博
士
の
下
に
外

科
實
地
研
究
及
患
者
治
療
に
敏
腕
な
揺
は
れ
名
護
局
か
り
し
が
昨
年
一
月
職
な
欝
し

帥
倉
蕗
の
脚
氣
調
査
に
出
張
ぜ
ら
れ
士
月
再
ひ
超
越
從
前
の
如
く
外
科
’
部
に
勤

　
務
中
な
サ
ー
し
か
今
阿
口
北
海
聾
退
根
ウ
里
病
院
外
科
部
長
に
「
榮
韓
劉
し
去
ろ
山
ハ
R
月
入
n
口
金
欄
倖
を

出
襲
就
任
ぜ
ら
れ
れ
リ
Q

⑱
淺
井
一
　
泰
氏
　
　
（
明
治
四
十
四
年
度
卒
業
）
ば
卒
業
後
鬼
頭
敏
授
の
下
に
嬬
産

　
科
研
究
苞
ら
る
」
事
牛
歳
次
き
て
留
員
拝
命
後
三
光
部
長
の
下
に
同
科
に
於
て
患
者

　
診
療
に
從
事
ぜ
ら
れ
後
下
亭
外
科
、
宮
田
外
科
に
外
科
學
を
土
朋
部
長
の
下
に
皮
徽

　
科
な
見
學
研
究
申
な
り
し
が
今
季
足
尾
銅
山
讐
局
の
外
科
主
任
ミ
し
て
榮
韓
ぜ
ら
れ

　
五
月
二
十
二
日
金
澤
出
機
就
任
の
途
に
上
ら
ろ
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太
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卯
三
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四
＋
二
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群
馬
縣
横
川
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に
開
業
中
な
る
角

　
ば
去
ろ
二
十
一
日
私
用
に
て
來
澤
二
日
滞
在
の
上
館
國
ぜ
ら
れ
、
此
期
を
ト
し
て
同

　
期
酬
卒
業
崖
熱
澗
名
相
翌
日
し
同
期
金
日
置
開
催
ぜ
り
ぐ
㌔
O

⑬
塚
本
政
治
氏
　
　
（
全
上
）
に
卒
業
後
金
澤
病
院
内
科
一
部
に
あ
り
山
碕
転
記
の

　
下
に
止
る
こ
ε
五
ケ
月
次
で
四
十
三
年
四
員
上
京
し
ザ
、
讐
科
大
學
入
澤
内
科
介
補
に

　
韓
任
し
て
内
科
な
專
攻
し
四
十
四
年
四
月
鳥
取
唖
蝉
病
院
内
科
圭
任
に
赴
任
し
止
る

　
こ
ビ
ニ
年
に
し
て
本
年
四
月
欝
職
の
上
當
金
澤
夢
中
校
磐
牝
學
敏
室
に
蹴
り
加
藤
敏

　
授
の
下
に
磐
化
學
私
事
攻
し
つ
＼
あ
り
し
が
此
度
薫
圖
を
企
て
取
月
中
旬
再
ひ
上
京

　
し
來
入
月
申
旬
渡
蜀
の
途
に
就
か
る
、
ぜ
云
ふ
。

⑮
池
上
　
　
豊
兄
氏
　
　
（
明
治
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十
四
年
度
卒
業
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縣
警
察
讐
を
勤
務
ぜ
ら
れ

し
が
今
同
譜
職
の
上
渡
毫
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州
讐
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勤
務
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渡
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し
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院
に
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ぜ
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